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　昨年度は1950年代から80年代までのイギリスの財政
政策、換言すればバツケVズムからサッチャーリズム
までの過程について研究を行った。今年度は90年代の
財政政策について研究した。
　バツケリズムは50～60年代に良好なパフォーマンス
をもたらしはしたが、その後の長期停滞、すなわち
「イギリス病」の原因とされた。そして、80年代にサ
ッチャーリズムによってそれが克服されたようにも思
われた。アンチ・インフレのための緊縮的な財政、金
融政策、市場でのサプライ・サイドの改善が一応の成
果をもたらしたのである。しかし、サッチャーリズム
はイギリスの長期低落傾向を反転させえなかったし、
国際競争力や供給能力の強化に対しても十分な効果を
もたらしたとはいいえなかった。
　このような状況のなかで、人頭税導入、ERM（為
替レrトメカニズム）加盟への消極的な態度などの理
由により、サッチャー政権が終りを告げ、メージャー
が保守党党首として政権を担当することになった。メ
ージャー政権も財政政策を含むマクロ経済政策は非イ
ンフレ的環境の創出を目指し、他方でサプライ・サイ
ドの改善を意図するという、基本的にはサッチャー政
権と同じ政策スタンスにあった。しかし、選択された
政策手段はサッチャー政権のそれとは異なるものであ
った。金利水準の変更が金融政策の重要な要具とされ
た。さらに、緊縮的な財政政策により中期的に予算の
均衡を目指し、財政支出に見合う価値（value　for
money）を改善し、財政支出枠を制限する「コント
ロール・トータル」が導入された。これらの措置は、
いわゆるファイン・チューニングの機能を財政から切
り離すことを意味していたといえる。
　1997年ブレア労働党首が首相の座についたが、かれ
の政策が明確に示されたのは翌98年度予算からであ
る。ブレア政権は、コンサーバティブともオールド・
レイバーとも異なるニュー・レイバーの立場を示そう
としている。ニュー・レイバーとして福祉国家の現代
化を主張しているが、これは従来のような課税・移転
のシステムを通じて所得再分配を行なうのではなく、
雇用の拡大により所得を稼得させ、成長を実現し、他
方で公正を確保するというものである。さらに、メー
ジャー政権で導入されたPFI（プライベート・ファ
イナンス・イニシアティブ）をも政権手段のなかに組
み込んでいる。ニュー・レイバーとしての政策を実行
しつつあるが、ブレア政権はこれを「第三の道jと名
付けている。この「第三の道」を評価するのは時期尚
早であろうが、新しい道を模索していることは確かで
あろう。
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